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令和元年 第５回教育委員会定例会議 会議録 

 

１ 日 時  令和元年９月２５日（水） 

       開会  １３時３０分 

       閉会  １４時５５分 

 

２ 会 場  金沢市庁舎 ２階 ２０１会議室 

 

３ 出席委員（６名） 

 教 育 長 野 口   弘 

 教 育 委 員 田 邊 俊 治 

    〃 岡   能 久 

    〃 早 川 芳 子 

    〃 大 島 淳 光 

    〃 木 村 陽 子 

 

４ 欠席委員（１名） 

 教 育 委 員 丸 山 章 子 

 

  事務局 教育次長（兼）学校教育部長 高 村 政 博 

 担当部長（兼）教育総務課長 加 藤 弘 行 

 教育総務課課長補佐 松 田 潤一郎 

 担当部長（兼）学校職員課長 羽 場 政 彦 

 学校職員課担当課長・管理主事（兼）課長補佐 田 村   創 

 担当部長（兼）学校指導課長 寺 井 義 春 

 学校指導課担当課長（兼）課長補佐 青 山 雅 幸 

 市立工業高校事務局長 新 出 光 昭 

 生涯学習課長 村 田 英 彦 

 図書館総務課長 池 田 光 穂 

 （兼）玉川図書館長 

 （兼）近世史料館長、城北分館長 

 教育プラザ統括施設長 松 本 季 之 

 （兼）地域教育センター所長 

 研修相談センター所長 熊 谷 有紀子 

 

５ 案 件 

    議案第１７号 金沢市立学校職員の人事評価の実施に関する規則の一部改正について 

                                     （学校職員課） 

    議案第１８号 金沢市立小学校、中学校管理規則及び金沢市立工業高等学校管理規則の 

一部改正について                  （学校職員課） 

 非  議案第１９号 金沢市特別支援教育指針検討委員会委員の委嘱及び任命について 

                                     （学校指導課） 

    報告第１５号 令和元年度「金沢市『携帯電話・インターネット』アンケート」の結果

概要について                    （学校指導課） 
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    報告第１６号 フッ化物洗口実施モデル試行事業について       （学校指導課） 

    報告第１７号 プログラミング教育実践推進事業について       （学校指導課） 

 非  報告第１８号 令和元年度金沢市教員採用候補者選考試験（金沢市立工業高等学校教員） 

の結果について                  （学校職員課） 

    そ の 他 

    （１）令和元年度金沢市立小・中学校卒業式日程について 

    （２）金沢市立工業高等学校の活動状況について（平成３１年４月～令和元年９月） 

    （３）令和元年度夏季休業中の教職員研修について 

    （４）令和元年度海外教育派遣研修について 

    （５）次回の定例会議の日程について 

 

６ 議事の経過等     以下のとおり 

 野口教育長の開議あいさつに続いて、傍聴希望者５名について協議し、傍聴を許可した。次に、

議事録署名委員に木村委員を指名した。本日の議題について野口教育長が議案第１９号、報告第

１８号を非公開とするよう発議し、全会一致で非公開とすることを決定した。 

 審議に入り、議案第１７号、議案第１８号、報告第１５号、報告第１６号、報告第１７号につ

いて説明・質疑応答が行われ、原案どおり承認した。また、１０月の定例会議の開催日を次のと

おり決定した。最後に議案第１９号、報告第１８号について非公開で審議に入り、原案どおり承

認し、閉会した。 

 

  ＊ １０月の定例会議の日程：令和元年１０月３０日（水）１３：３０～ 

 

［案件の説明及び諸報告について］ 

 案件について、別添資料等に基づき事務局より説明・報告し、原案どおり承認された。 

 

［主な質疑・応答の内容について］ 

○ 議案第１７号 金沢市立学校職員の人事評価の実施に関する規則の一部改正について（学校職

員課） 

（説明の概要）議案書２ページ。地方公務員法及び地方自治法の一部改正に伴い、所要の改正を

行うためのものである。 

 改正内容は、会計年度任用職員制度の導入に関する規定を整理するものである。具体的な改正

部分については、３ページからの新旧対照表をご覧いただきたい。右側が現行の条文で、左側が

その改正案となっている。第２条（人事評価の実施の範囲）について、これまでは「臨時的に採

用された職員、単純な労務に雇用される者その他」は人事評価の対象外とされていた。令和２年

４月１日から会計年度任用職員制度が導入されることに伴い、これらの職員も会計年度任用職員

となり、人事評価の対象となることから、該当の部分を削除するよう規則改正を行うものである。

なお、この改正する規則は令和２年４月１日から施行する。 

 

野口教育長 

 

 

羽場学校職員課長 

 

 

 

 

 

 会計年度任用職員制度というものが、教育委員の方々にはまだ馴染みが

ないので、ご説明いただけますか。 

 

 地方公共団体における行政需要の多様化等に対応し、公務の能率化、か

つ適正な運営を推進するために、これまで一般職、特別職、臨時的任用の

３類型がありましたが、これからは会計年度任用職員制度に伴って、特別

職の任用および臨時的任用の適性を確保し、一般職の会計年度任用職員の

任用などに関する制度の明確化を図り、給付なども規定します。 

 具体的には、これから特別職非常勤職員は「専門的知識等に基づき助言、
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田邊委員 

羽場学校職員課長 

野口教育長 

羽場学校職員課長 

田邊委員 

調査等を行う者」と厳格化されます。そして、臨時的任用職員は本来、緊

急の場合に能力の実証を行わずに任用する例外的な制度でしたが、こうし

た趣旨に合わない運用が見られるため、「常勤職員に欠員が生じた場合」に

厳格化されます。すなわち、これまで非常勤事務職員という方がいたので

すが、特別職として扱われていたために守秘義務などの服務規律が課され

ていませんでした。そういった方が一般職の会計年度任用職員になること

により、服務規律が明確になること、そして採用についても方法や任期等

が明確になること、給与面でも期末手当の支給が可能になったことなどが

変わりまして、本市では総務局で制度設計をしています。具体的に決まり

ましたら、教育委員会の会計年度任用職員にも適用したいと考えています。 

 教育委員会の該当職員は、例えば校務士など具体的にどんな例があるの

でしょうか。 

 学校で言いますと、授業を援助している特別支援教育支援員や、心と学

びの支援員、英語インストラクター、あるいは校舎管理員の方にも非常勤

の方がいらっしゃいますので、そういった正規でない方はほとんど該当す

ることになります。 

給食のパートさんもそうですか。 

そうです。全て該当します。 

かなりの人数がいらっしゃって、波及効果が大きいですね。 

○ 議案第１８号 金沢市立小学校、中学校管理規則及び金沢市立工業高等学校管理規則の一部

改正について（学校職員課）

（説明の概要）議案書７ページ。地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るため

の関係法律の整備に関する法律の制定による、地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部

改正によるものである。改正内容は、引用条項の整理である。

 具体的な改正部分は、８ページの新旧対照表をご覧いただきたい。右側が現行の条文で、左側

がその改正案となっている。金沢市立小学校、中学校管理規則第１条の「第３３条の規定に基づ

き」を「第３３条第１項及び第２項の規定に基づき」に改める。これは、引用する法律が今年６

月に一部改正され、第３項として図書館、博物館、公民館等の公立社会教育施設について、教育

委員会が所管していたものを首長部局で所管することを可能にする条項が追加されたことによる。

この追加条項自体は、本規則とは直接関係がないことから、引用する条項を整理するために規則

改正するものである。また、金沢市立工業高等学校管理規則においても同様の改正となる。なお、

この規則については、公布の日から施行する。 

野口教育長 

羽場学校職員課長 

野口教育長 

羽場学校職員課長 

 条例第３３条第１項、第２項は、大体どのような内容になりますか。３

項については、博物館などが首長部局に入ることも可とするという説明が

ありましたが、他のところはどういう感じなのですか。 

 第１項は、学校その他の教育機関の施設、設備、組織編制、教育課程、

教材の取り扱いその他の管理運営の基本事項について、教育委員会が定め

たものであり、第２項は、教科書以外の教材の使用について教育委員会に

届けさせ、教育委員会の承認を受けることを定めたものとなっています。 

その他に第３項が加わるので、こういう形に変わるのですね。 

そうです。 
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○ 報告第１５号 令和元年度「金沢市『携帯電話・インターネット』アンケート」の結果概要に

ついて（学校指導課） 

（説明の概要）議案書１２ページ。本アンケートは、金沢市立小・中・高等学校児童生徒の携帯

電話やインターネット等の利用状況について実態を把握するため、小学校は４年生以上の全児童、

中・高等学校は在籍する全生徒に対して実施した。集計結果を別紙資料にも示した。 

 問１、携帯電話・スマートフォンの所持状況では、小・中・高等学校ともに所持率が増加して

おり、特に小・中学校でスマートフォンの所持率が年々増加している。 

 問３、インターネット接続可能機器の所持状況では、小・中・高等学校ともに８割以上が接続

可能な機器を持っている。 

 問４、携帯電話・スマートフォン等の機器の１日の使用時間については、１日に１時間以上使

用している割合が年々増加している。特に小・中学校において、３時間以上使用するという児童

生徒が増加していることから、生活習慣の乱れや依存症へとつながらないか、大変危惧している。 

 問５、インターネット使用時のルールについては、小・中・高等学校ともに、「特に決めていな

い」と回答する割合は年々減少し、「使う時間を決めている」と回答する割合が年々増加している

ことから、ルール作りの必要性が家庭でも高まっていると推察される。 

 問７のインターネット上で「されたこと」や問８の「したこと」については、割合は大変小さ

いが、自分や他人の「個人情報を流した・流された」「インターネット上で知り合った人と会った」

と回答した児童生徒がいることから、児童生徒が事件に巻き込まれないよう、学校には繰り返し

指導していきたい。 

 問９、インターネットに関する知識理解の状況では、インターネットによる誹謗中傷は犯罪で

あること、インターネット上に書き込んだ情報は完全に消すことができないことなどについて、

小・中学校では「思う」の割合が増加し、「思わない」「分からない」の割合が減少していること

から、各学校での指導の効果が表れていると考える。 

 今般、インターネットを介したトラブルが大きな社会問題となっている。本市においても各学

校に指導しているところではあるが、このアンケート結果を踏まえ、今後もネットいじめ防止講

演会や保護者懇談会等を通して、携帯電話やインターネットの利便性や危険性を周知するととも

に、保護者と連携しながら情報モラル教育の推進に努めていきたい。 

 

早川委員 

 

 

 

 

 

 

寺井学校指導課長 

 

 

 

 

 

早川委員 

 

 

 

 

 

 ルール作りは学校が主に行っていて、家庭でのルール作りは、何か指導

があってそれに準じていくわけです。今やスマホがない生活など、子供た

ちには考えられません。スマホは自分の体の一部みたいだけれども、注意

しなければならないことがたくさんあります。学校ではこういうルール、

家庭ではこういうルール、全体としてはこういう指導があるというふうに、

組織図のようなものは何かあるのでしょうか。 

 

 基本的に児童生徒一人一人のルールについては、ご家庭で子供たちとよ

く相談しながら、取り決めていただくことになっています。ただ、学校に

おいても、ぜひ各家庭で一定のルールを設けて、子供たちがずっと使い続

けたりすることで睡眠時間が不足することがないように、さまざまな講演

会や保護者懇談会を通して保護者に訴えている状況です。 

 

 どこかで犯罪につながったり、変なところをクリックしたばかりに多額

の請求が来たりするような極端なケースを子供たちが分かっていないとい

けないと思います。もちろんそれは家庭教育の範囲なのでしょうけれども、

足りない部分を学校の方でも常にチェックしていくシステムがあればいい

と思います。スマホを利用するうえで、良い面はどんどん生かさなければ

ならないけれども、問題もすごく大きくて、中には警察が入らないといけ
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寺井学校指導課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

木村委員 

 

寺井学校指導課長 

 

 

木村委員 

 

寺井学校指導課長 

 

 

野口教育長 

 

 

寺井学校指導課長 

 

 

 

 

早川委員 

 

 

 

田邊委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ないこともあります。いろいろなところが協力しながら、子供たちを健全

な方向へ導いていってほしいと思いますので、ぜひよろしくお願いします。 

 

 先ほど申し上げましたネットいじめ防止講演会については、保護者と児

童生徒が一緒に聞くことにしています。この中で派遣講師というのは、例

えば事業者、警察、地方法務局、あるいは教育関係で大学の先生等、専門

家からネットトラブルに巻き込まれないような具体的な対策を、保護者と

児童生徒とが一緒に聞いていただき、その危険性について共通理解を図り、

ルール作りにつなげていく取り組みをしています。 

 また、犯罪であったり、他人と出会ったりすることがないように、繰り

返し学校で児童生徒に対して指導しているところですが、これは継続が一

番大事だと考えていますので、今後も学校での指導を続けていきたいと考

えています。 

 

 学校へ携帯電話などを持っていっているのですか。 

 

 基本的に携帯電話・スマートフォンについては、学校への所持はしない

ことになっています。 

 

 禁止ではあるのですか。 

 

 そうです。ただ、どうしても必要だという児童生徒がいる場合は、個別

に対応している状況です。 

 

 道徳の教科書などにも、確かスマートフォンの使い方について掲載され

ていませんでしたか。 

 

 携帯電話の使い方といいますか、それについて少しみんなで考えましょ

うという題材も教科書には入っています。また、小学１年生から中学３年

生まで、それぞれパソコンを使う授業が年間に必ずありますので、その中

で、情報モラル教育を実施することになっています。 

 

 情報モラルを理解し実践していくことは、終わりのない大変なことだと

思います。機器もどんどんバージョンアップし、能力もバージョンアップ

する中で、上手にルール作りを行って児童生徒を導いてほしいと思います。 

 

 この３年間の傾向を整理されているものを見ると、小学生から高校生ま

で、やはりスマートフォンや携帯電話を持ち始めている傾向が徐々に強ま

っていると思います。もう一つ気になるのは、使用する時間も増えている

ことです。高校生のみならず小学生でも、「１時間まで」というラインから

だんだん下の方に数が動いています。使い勝手が良いという一方で、使い

過ぎている傾向が読み取れるので、そのあたりは家庭でのルールというこ

ともあるでしょうし、学校での指導もあると思うのですが、なかなかそれ

が歯止めになりにくいのかなという現状が浮かび上がっているように思い

ます。 

 どんなものに使うのかというのを見ると、やはりゲームが圧倒的に多い

ですね。時間さえあればゲームという傾向は、子供だけでなく大人もある

ような気もしますが、ゲームに時間を費やすことが、言ってみれば依存に

もつながっていきますし、今やゲーム依存は病気であるという定義もあり

ます。そうならないような対応をしていかないと、傾向はどんどん強まっ

ていくと思うので、そのあたりは、危機意識というのは大げさかもしれま

せんが、そんなことも意識して取り組んだ方がいいと思います。 

 これまでは持たせないための取り組みで、今もご質問があったように、



- 6 - 

 

 

 

 

 

 

 

寺井学校指導課長 

学校では使わないことが厳守されていますが、上手に使うことがこれから

の時代には大切になりますので、大人が模範を示しながら、子供たちが誤

った選択をしないような指導を一歩一歩、丁寧にしていかないといけない

と思います。この３年間の推移ですが、３年間でさえそういう傾向が読み

取れるので、危機感を持ちながら取り組めるように進めていかないといけ

ないという感想を持ちました。 

 

 ご指摘いただいたとおり、スマートフォンやゲームの使用時間が長くな

ることが子供たちの健康や体づくりに大きな影響を及ぼし、それが学習に

も大変影響を及ぼすので、学校の中では睡眠時間も含めて、健康な生活を

送るためにどうすべきかを、養護教諭等と連携しながら指導しているとこ

ろです。 

 また最近は、元々安全のために持たせていたキッズ携帯のようなものが、

買い替えるときに同じものがないためにスマートフォンになっているとい

うことで、小学校低学年でもスマートフォンの所持率がだんだん上がって

います。それから、高学年ではスマートフォンまでは持たないけれども、

ゲーム機の中には通信機能が付いているものもあるので、それで簡単なメ

ールのやりとりはできてしまいます。そこでのトラブル発生の要因もある

ので、携帯電話・スマートフォンに限らず、子供たちが持てる機器につい

てはきめ細かく指導が必要だと考えています。 

 一方で、ICT 教育機器の推進も行っています。それは大変便利で、これ

からの生活には欠かせないものでもあるので、その良さと課題の部分をバ

ランスよく指導して、子供たちにとってより良いものにしていきたいと考

えています。 

 

 

○ 報告第１６号 フッ化物洗口実施モデル試行事業について（学校職員課） 

（説明の概要）議案書１４ページ。本市において「歯と口の健康づくり推進条例」が施行された

ことにより、平成３０年度から金沢市立薬師谷保育所と私立光こども園の４～５歳児に対して、

フッ化物洗口のモデル実施を始めている。令和元年度は金沢市立全１３保育所の４、５歳児に対

して始めている。 

 このような状況を受け、今回のモデル試行では、歯と口の健康づくりを推進していくに当たり、

小学校においてもモデル校を設定し、学校現場でフッ化物洗口の実施がさまざまな視点から可能

かどうか検証を行うことを目的としている。モデル校については、金沢健康教育推進プラン２０

１９の七つの課題のうち、歯と口の健康を優先課題に挙げていること、および幼児期からの系統

性を考慮し、金沢市立不動寺小学校の全学年としている。 

 今後の流れとしては、金沢市歯科医師会の協力の下、９月に教職員、１０月に保護者、その後、

児童に対して説明会を開催し、１１月を目途に施行する予定である。今年度のこのモデル事業の

結果を踏まえて、次年度以降の展開を考えていきたい。 

 

野口教育長 

 

寺井学校指導課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 フッ化物洗口は、どのようなことを子供たちが行うのですか。 

 

 実際には、紙コップにフッ化物の洗口液を大体２プッシュぐらい入れて、

それを口に含み、いわゆるブクブクうがいを３０秒～１分間します。その

後、紙コップの中にティッシュペーパーを敷いたところに吐き出して、そ

のまま可燃物として捨てます。ですので、大体３０秒～１分間のうがいで、

フッ化物が歯に付着します。今回、週１回を４回続けるということですが、

実際にモデル校で使用する濃度であれば、週１回で効果が大体期待できま

す。保育所では毎日行っているのですが、保育所で使っているフッ化物洗

口液の濃度は、小学校で使うものより大変薄くなっています。これについ

て実際、小学校の大変タイトな時間割の中で実施が可能かどうか、どうい
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早川委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寺井学校指導課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大島委員 

 

 

 

寺井学校指導課長 

 

 

 

 

 

 

田邊委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

う手順で行えばいいかをモデル校で確認していきたいと考えています。 

 

 理想論ですが、ヨーロッパの国々では１８歳または２０歳まで、毎年は

がきでレギュラー・チェックの案内が来て、治療費は全て無料です。これ

は地方自治体ではなく国の取組かもしれませんが、若いときに歯を健康に

しておけば、その後いろいろな費用が生じなくて済みます。 

 トータル的には一人にかかる国の負担が減るので、各国も力を入れて取

り組んでいます。例えば外国人にもこの制度が活用できるので、アジアの

人々がデンマークに留学しています。「なぜデンマークなの？」と聞いたら、

「歯医者が無料で、素晴らしい治療をしてくれるから」と聞きました。歯

医者というのは毎年相談に行くところで、痛くなったら行くところではな

いという彼らの解釈なのです。日本もそういった国にならないかなと思っ

ています。 

 それは一つの自治体でできることではないかもしれません。歯は一生使

っていかなければならない大事なものなので、治療費が１８歳あるいは２

０歳まで無料になるような地方自治体になればうれしいです。 

 

 ご指摘のとおり、歯に関心を持つことと、予防歯科が一番重要なのだと

考えています。平成３０年度、虫歯の割合は小学校では３８．６％（県は

４８．５％）、中学校では３６．３５％（県は４２％）ということで、これ

までの健康教育推進プランの取り組みによって、虫歯についてはかなり改

善している状況です。今年度は歯と口のリーフレットを作って、フッ化物

洗口についても周知を図り、新１年生の保護者にも毎年配布していく取り

組みを続けていますので、フッ化物洗口等をきっかけとしながら、ぜひ歯

に関心を持っていただくことが大事かなと思います。 

 学校現場を見ていても、全く虫歯がない子がいるグループもあれば、小

さいときから虫歯で、なかなか歯医者に行っていない子もいるという二極

化が現状で一番大きな問題だと思っていますので、小さいうちから虫歯に

ならない取り組みを周知していく、低学年のうちから指導していくことが

必要だと考えています。 

 

 今回、金沢市歯科医師会からの提案ということですが、非常に良い取り

組みだと思います。これは他の地域で先進的に行われていて、それがモデ

ルとなって全国的に広がっているというイメージなのですか。 

 

 全市的に取り組んでいる自治体もあります。一方で、一定のところで練

習してみて、あとは家庭の方でぜひ取り組んでほしいという取り組みにし

ている自治体もありますので、学校だけでなく、最終的には家庭の方で歯

磨きの習慣やフッ化物洗口も含めて、歯に対する関心を高めてもらうこと

が歯を大事にしていくことにつながっていくと思うので、その流れの中で

このモデル試行を考えていきたいと考えています。 

 

 われわれが子供の時代から、これぐらい歯に気を使ってくれたらよかっ

たなと思います。早川委員がおっしゃったように、デンマークの学校に行

くと歯医者が常駐していて、歯に取り立てて気を使っています。そこまで

いければいいと思いますし、取り組みとしては目指すべきところだと思い

ます。 

 今、県との比較で数値が良くなっていると説明されました。これまでも

保育所やモデル校で取り組みをされてきたと思うのですが、とても効果が

あったというのか、県との比較では効果があったのでしょうけれども、経

年的な取り組みをしている中で、効果があったという裏付けが何かあれば、

さらにそれを推進していくことができると思います。歯科医師会ではそう

いうデータをお持ちだろうとは思いますが、学校でもそういうことを追跡
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寺井学校指導課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しながら、とても効果があるのであれば家庭にも協力いただけるというと

ころにつながっていくでしょうから、ぜひそういうデータの裏付けがある

といいと思います。 

 それから、昔はよく歯みがき指導があったと思うのですが、それとはま

た違って、最新の知見からの取り組みだと思いますが、一説によればフッ

化物は歯みがき粉などにもよく入っていて、磨いた後でもうがいをしない

でおくことに効果があるというのを聞いたことがあります。今おっしゃっ

たように、１分間含んで吐き出すということが今回の取組ですが、それよ

りも指導の効果がもっとよく表れるような取り組みももしかしてあるので

はないかと思いますので、そのあたりは歯科医師会の方でまた確認してい

ただいて、より良い取り組みを推進していただければと思っています。 

 

 フッ化物洗口のデータの裏付けについては、歯科医師会と連携しながら、

客観的なデータ等も取り寄せてお示しできたらと思っています。 

 歯の指導については、ブラッシングの指導は学校でいずれかの学年で１

回は行うよう努めています。また、先ほど申し上げたリーフレットの中に

も、フッ化物が入った歯みがき粉を使った場合には、委員ご指摘のとおり、

あまりきれいにうがいをしないで、フッ化物を残した状態で、特に夜寝る

前の歯みがきについては残したまま就寝する方が、フッ化物が付着する効

率が高いといわれています。 

 また、学校では歯科検診が毎年あるので、まずそれによって、虫歯があ

ればとにかく早めに歯医者に行ってもらうという呼び掛けはこれからも続

けていきたいと考えています。 

 

○ 報告第１７号 プログラミング教育実践推進事業について（学校指導課） 

（説明の概要）議案書１６ページ。令和２年度より全小学校でプログラミング教育を実施するが、

本年９月より、モデル校２校以外の希望する学校に対して、プログラミング機材等を貸し出すプ

ログラミング教育実践推進事業を実施している。 

 授業の目的は大きく２点ある。１点目に、教職員に対して昨年度策定した「金沢市立小学校プ

ログラミング教育ベーシックカリキュラム」について理解・普及を図ること。２点目に、児童に

対してプログラミングの楽しさを体験することを通してプログラムの働きや良さに気付かせると

ともに、プログラミング的思考の育成を目指すことである。 

 令和元年９月２日から令和２年３月３日までの６カ月間を３カ月ごとの２期間に分け、資料に

お示しした１３校で実施する。今後、モデル校および先行実施する１３校の実践成果を他校へ情

報発信し、プログラミング教育の理解・普及に努めたい。 

 

早川委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

寺井学校指導課長 

 

 

 

 

 

ちょっとばかげた質問に聞こえるかもしれませんが、プログラミング教

育は児童生徒にとって新しいことなので、生徒たちの中にはすごく楽しみ

にしていて、プログラミングの考え方を既に理解している児童生徒もいる

かもしれませんが、何となく恐怖を感じて、やる前から分からないという

児童生徒もいるのではないかと心配です。全体的に分かっている児童生徒

はいいですが、そうでない児童生徒をどのように指導していくのでしょう

か。プログラミング教育にすっと入っていくことができる児童生徒と、抵

抗感がある児童生徒への対策があれば教えてください。 

 

 ベーシックカリキュラム自体が１年生から６年生まで系統立ったものに

してあります。つまり、親しみやすいものからだんだんと難易度が上がっ

ていく形になっています。１年生が使用するオゾボットというロボットが

ありますが、これ自体は１年生が使うのでパソコンからのプログラミング

は特に必要ありません。紙に書いたラインをトレースする（なぞっていく）

ことと色を判別することができるので、色を貼ったシールのところで曲が
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早川委員 

 

寺井学校指導課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

田邊委員 

 

 

 

 

 

寺井学校指導課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野口教育長 

 

 

新出市工高事務局

長 

 

ったりします。そういう簡単な操作の中で、子供たちが機械に慣れていく

ことができます。２、３年生になると、ライントレースではなくて、実際

にパソコンでプログラミングしたもので動かしていくというふうに、段階

を踏んだカリキュラムになっているので、なるべく子供たちが難しさをあ

まり感じないで、もっとやってみたいという気持ちが前に出るようなカリ

キュラムになっています。 

 もう一つは、指導する教員がなじんでいないと、子供たちもなかなかな

じめないので、８月には先ほども申し上げた１３校の代表教員を対象とし

た研修会を実施し、教員自身に慣れてもらう取り組みを始めました。その

代表教員が学校に持ち帰って、また研修の先生となって他の教員に教えて

います。それから、研修でのプログラミングの機材の動かし方や授業の仕

方については、当課の指導主事が動画を撮って、その動画を教員だけがア

クセスできるサイトに上げてあるので、各教員が自分のパソコンで何度で

も繰り返し見ることができるようにしています。 

 実際の授業の中では、１人で１台を使うことはあまりなくて、３～４人

で一つのキットを使うことになっているので、一つの教室の中で、少し進

んでいる子ともう少し基本的なことを繰り返したい子というふうに、程度

によってグループ分けするような授業の進め方も考えられると思っていま

す。 

 

 先生のスキルが求められるということですね。 

 

 プログラミング教育というととても難しいイメージを持つのですが、実

際は子供たちがプログラミングをするので、パソコンの画面に出るのは、

矢印のものを組み合わせ、簡単な言葉が出るようなカードのものを順番に

組み立てていくものであり、ロボットがそれに応じて動きます。プログラ

ミング言語を使うといった難しいことではないので、ちょっとした基本的

な操作方法やプログラミングの仕方をマスターすれば、そんなに難しいも

のではありません。私でもロボットを動かすことができたので、大丈夫と

思っています。 

 

 中学校では、プログラミング教育は技術科で教えています。小中連携の

ようにして、中学生が小学生に、先生と共に指導というか、共通体験する

ようなことも実践すれば、中学生が身に付けたことを小学生に伝えていっ

たり、逆にそこから学んだりすることにもなるでしょうから、小中連携の

取組にもつながっていくといいと思います。 

 

 委員ご指摘のとおりで、昨年度、私は泉小学校に勤務しており、隣にあ

った泉中学校の科学部を見学したときに、ほとんどパソコンを使った活動

をしていて、その子たちが部活動見学をする６年生に大変上手に教えてい

たのです。子供たちの興味というのは先輩から教えてもらうだけでも随分

違うと思います。 

 それから、金沢市全体でも公民館等でプログラミング教室を産業政策課

が実施しています。そこで学んだ子供たちがそれぞれの学校に広がってい

くようなことも今後考えられると思うので、そうやって広げていくことが

重要かなと思います。 

 

 市立工業高校でも、地域貢献という形でプログラミングを展開されてい

るそうですね。 

 

 市立工業でも、将来の学生確保という入口戦略という面もあるのですが、

ものづくりに関するプログラミングや電子回路の工作教室といったものを

地域連携で行っています。特にプログラミングに関しては、生徒も補助員
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野口教育長 

として協力しながら行っているのですが、高校生よりもレベルの高い子供

がたまにいると聞いています。そういった面でやはり小中高という形で連

携して、これからの技術者を育てるような環境をつくっていければと考え

ています。 

 

 せっかくモデル校で先行実施を行います。保護者の方も現状に不安を持

っていらっしゃると思うので、できればモデル校を引き受けていただいた

ところで授業参観等を行うといいと思います。併せて、ロボットがなくて

もプログラミング思考ができるアンプラグドな学びを展開していただくと

いいと思います。 

 

○ その他（１） 令和元年度金沢市立小・中学校卒業式日程について 

（説明の概要）議案書１９ページ。卒業式の日程の設定に当たっては例年、中学校は公立高校入

試後、授業日を２日間確保することを基本として定めている。また、小学校は例年どおり、中学

校卒業式実施後２日連続で実施することを基本に日を定めている。この考えに基づき、今年度は、

中学校は公立高校入試日が３月１０日（火）、１１日（水）と決定したことから、入試日より２日

の授業日を確保し、３月１４日（土）午前に設定した。これに伴い、小学校の卒業式は３月１６

日（月）、１７日（火）の午前と午後に設定した。 

 

 （特になし） 

 

○ その他（２） 金沢市立工業高等学校の活動状況について 

（説明の概要）議案書２０ページ。１番目は、第１９回高校生ものづくりコンテストの結果であ

る。このコンテストは全国工業高等学校校長教会の主催で、生徒の技術向上を図るため、毎年夏

休み期間中に開催している。市立工業からは今回五つの部門で、昨年に引き続き測量部門の県大

会１位に加え、電気工事部門、木材加工部門でも県大会１位、２位の成績を獲得し、北信越大会

に出場した。北信越大会では測量部門、電気工事部門などで上位３位という成績を収めることが

できた。来年こそは全国大会出場を目指して取り組んでいきたい。 

 ２番目は、資格取得の状況である。９月１日現在、延べ２０５名が資料のとおりの資格を取得

した。後期では、難関資格である電気主任技術試験、電気工事士第一種等の合格を目指して生徒

たちは日々努力しているので、多数の合格者を期待している。 

 ３番目は、部活動の結果である。今年度も文化部、運動部が各大会等でご覧の成績を上げてい

る。吹奏楽部は、石川県吹奏楽コンクールにおいて高等学校Ｂ部門で金賞を受賞した。運動部で

は、個人ダブルスでベスト８になったバトミントン部の他、新体操部、剣道部、弓道部（女子）、

相撲部等もインターハイに出場を果たした。なお、インターハイ４年連続の優勝に挑んだ水球部

は残念ながらベスト８、準々決勝進出を果たした時点で終わってしまった。しかしながら、第４

２回ＪＯＣジュニアオリンピックカップ夏季水泳競技大会の水球１８歳以下女子の部では、本校

の山本、浦、西岡の女子生徒３名が石川イーグルスのメンバーとして出場し、見事全国優勝を果

たした。中でも浦は、この大会のＭＶＰとなった。その他の競技では、相撲部が５月の全国高校

相撲金沢大会で団体３位、個人でも小村が３位、８月の十和田大会では個人で落合が３位という

成績を収めた。なお、先週日曜日に開催された石川県新人大会では、４年ぶりに金沢学院と決勝

を戦い、優勝を果たしている。 

 ４番目、その他の活動については、中学３年生を対象とした体験入学を８月２０、２１日の２

日間開催した。中学校４７校、延べ４４９名の生徒が参加して市立工業高校の学習システムを体

験し、魅力を伝えることができた。 

 ５番目は、国際交流事業についてである。７月７日（日）～１０日（水）、副校長をはじめ教諭

３名、生徒１９名が３泊４日で、姉妹提携校である韓国の全州工業高校を訪問し、生徒同士が交
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流し、友好を深めることができた。 

 最後に、１０月以降の主な活動である。１０月２２日に実施する学校説明会、部活動体験の他、

金工祭、吹奏楽部の定期演奏会、年が明けて１月には公開課題研究発表会といった催し物を予定

している。ご支援のほどよろしくお願いする。 

 

早川委員 

 

 

 

 

新出市工高事務局

長 

 

 

 

 

 

 

 

 

早川委員 

 

 

新出市工高事務局

長 

 韓国訪問については、現在とても微妙な状況で、民間こそ草の根的な交

流で頑張らなければならないのに、とても難しい状況だとニュースで聞き

ます。市立工業においては、無事に訪問し、いつもどおり交流もできて、

和やかに帰っていらっしゃったのでしょうか。 

 

 おっしゃるとおり、われわれも心配ではあったのですが、７月７日～１

０日の３泊４日ということもあり、今の政治状況よりも少し緩和されてい

た時期でしたし、本校と全州工業高校とは、昨年の９０周年にも来ていた

だいたこともあって、密な関係を保っており、全州工業高校の校長先生は、

「こういう社会情勢ですが、文化交流はお願いしたい。民間での交流はや

りましょう」ということで、快く引き受けていただきました。われわれも

心配していたのですが、逆に気を使っていただいたところもあるようで、

生徒達は反省会で、いろいろな交流を通して貴重な体験ができたと大変喜

んでいました。 

 

 良かったですね。保護者の皆さんも、何となくいつもより少し緊張や心

配をなさっていたのではと思います。 

 

 その辺りは保護者にも事前説明会を行いながら、ご了解を得た上での参

加としました。 

 

○ その他（３） 令和元年度夏期休業中の教職員研修について 

（説明の概要）議案書２１ページ。今年度も昨年度同様に、教職員の業務負担を勘案し、講座内

容を精選することで、実施講座数は５９講座、受講者数は３，４１０人となった。受講者が増加

したのは、これまで採用１１年目に実施していた中堅教諭等資質向上研修を、今年度から採用９

年目より複数年で弾力的に受講できるようにしたことなどによる。併せて、研修を実施しない期

間を昨年度より２日間長くし、教職員の効果的な業務を図った。 

 主な研修内容は、（１）授業力の向上では、新学習指導要領の内容を踏まえた指導方法と評価の

理解を図るために、文部科学省の調査官等を招聘し、講義や演習を通して「主体的・対話的で深

い学び」の実現に向けた授業改善について研修を行った。また、英語教育の推進に向けて、昨年

度より引き続き、中・高校の外国語科担当教員および小学校の英語教育担当教員を対象に、授業

力を高める研修を実施した。今年度より、若手教員が自己の課題に応じた研修を受講できるよう

に、若手教員を対象とした選択研修を新たに実施した。 

 （２）今日的な重要課題等への対応では、プログラミング教育や人権教育に対応できる能力を

向上し、いじめや不登校、特別な支援を必要とする児童生徒への専門的知識および実践力をもっ

て対応できる中核教員の育成を図る研修も実施した。 

 （３）特別支援教育では、対象となる児童生徒における個々の状態等に応じた支援の充実を図

ることを目的に、読み書きにおけるＩＣＴ活用やコミュニケーション支援など特別支援教育選択

研修を新設した。 

 （４）金沢ミドルリーダー塾では、中核教員としてあらゆる課題に対して組織的に取り組む能

力の向上と参加者同士のネットワークを構築するために、小・中・高校のおおむね３５歳から４

５歳以下の教員から学校長が推薦する者２５名を対象に、１泊２日の研修を実施した。文部科学

省職員による働き方改革の講義や企業経営者からの講話、大学教員による学校組織マネジメント
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の講義・演習等、リーダーシップのある中核教員としての心構えや実践力の育成に取り組んだ。 

 教職員研修については、教職員が本務に専念できる時間を確保しつつ、また教員育成指標に基

づきながら、教員一人一人のニーズに応えることができるよう、校内での研修や演習を含め、よ

り良い研修の在り方を検討し、教職員の資質能力の向上を図りたい。 

 

 （特になし） 

 

○ その他（４） 令和元年度海外教育派遣研修について 

（説明の概要）議案書２２ページ。世界の交流拠点都市金沢の具現化に向けて、金沢市立学校の

中堅教員を中国・大連市へ派遣し、プログラミング教育やＩＣＴを活用した教育等の視察や友好

を深めること等を目的とし、１０月１２日（土）～１６日（水）の５日間で、表の日程で研修を

行う予定である。 

 研修団員は、市内小中学校の先生方４名を大連市へ派遣する。研修後は、校長会議等をはじめ、

教務主任連絡協議会等において、多くの先生方に研修の報告を行う予定である。 

 

早川委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熊谷研修センター

所長 

 

 

 

 

田邊委員 

 

 

熊谷研修センター

所長 

 

 

 

野口教育長 

 

高村学校教育部長 

 

 

 

 

 

 

 研修が終わってからの報告はもちろんなのですが、今はインターネット

で簡単に通信できます。研修時に大連のいろいろな方とお会いになると思

うのですが、お互いに切磋琢磨して、さまざまな問題を解決していこうと、

友情を続けていくことが、昔よりずっと簡単になりました。とても良いチ

ャンスになると思います。「この人」と思った人をつかまえて、メールアド

レスを交換し、こんな悩みがあるとか、あなたはどうしているのかとか、

教育に関するごく普通の疑問や意見を述べ合うなどして、交流をずっと続

けていってほしいと思います。そうすると、研修で行われたことが生きて

くると思います。もちろんいろいろな報告の仕方や生かし方があると思う

のですが、その一つが個人的なつながりであり、先ほどの韓国のケースで

もあったように、国がどうなろうが草の根交流は絶対にいつまでも強いの

で、続けていってほしいと思います。 

 

 ありがとうございます。報告の仕方だけでなく、継続して友好を深めて

いき、いろいろな機会を通して今後もずっとつながっていくことを大切に

していきたいと思います。やはり人材育成のことや働き方といったテーマ

も含めてさまざまに対話したいと思いますので、ご指摘いただいたとおり、

ぜひ継続して交流していけたらと思います。 

 

 成果をぜひ期待しておりますので、よろしくお願いします。言語は何を

使用するのですか。 

 

 通訳の方が、現地に到着してから去るときまでずっと付いていただける

ので、日本語を話し、通訳の方が大連の言葉に換えていただくと聞いてい

ます。これまでの団員等の報告を聞いていても、英語を使うとはあまり聞

いていなくて、中国の言葉が中心だと聞いています。 

 

 昨年研修に行かれた高村部長に成果を伺いたいと思います。 

 

 現地では基本的に通訳はいらっしゃるのですが、訪問するところは日本

語を学んでいる学生が結構多いので、むしろ日本語でいろいろなやりとり

ができますし、意見交換も活発にできると思っています。なぜ日本に興味

を持ったのかというところをいろいろ聞いたり、せっかくの機会なので金

沢のＰＲもさせていただいたりして、「飛行機で２時間程度ですので、金沢

に来てください」という話もしました。継続的な交流については、大連教

育学院が教育プラザと提携しており、お互いに研修機関という共通点もあ
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野口教育長 

って意見交換をしているので、これも今後活用していきたいと思っていま

す。 

 こういう所に行く機会はなかなかないので、先生方には肌身で感じたも

のを子供たちに伝えていただいたり、大連市の皆さんの生活状況を伝えて

いただいたり、そういう所も選んで回ったりして、子供たちにいろいろな

ことを教えることも心掛けていただけるようにお願いしています。今後も

そういった形で継続させていただきたいと思っています。 

 

 ありがとうございました。 

 

○ 教育委員の退任について 

（説明の概要）早川委員におかれては平成１９年１０月２日より３期１２年間にわたり、教育委

員をお務めいただき、本年１０月１日の任期満了をもって教育委員を退任されることになった。 

 退任に当たり、一言ご挨拶をお願いする。 

 

早川委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長いように思っていたのですが、あっという間の１２年でした。印象に

残ったことを三つ、皆さんにお伝えしようと思います。 

 教育委員になって間もなくの頃、成人式のお祝いにエコバッグを一つず

つ渡すのを見て、本当にびっくりしました。この時代に何なのだろうと思

って、あるお願いをしました。エコバッグは家に何個もあります。そうで

はなくて、２０歳時に健康診断ができるようにしてくださいとお願いした

のです。すると、かなりのところまで頑張ってくださったのですが、どう

しても予算が折り合わず、代わりにいろいろな情報が載った手帳のような

ものがもらえるようになりました。心の病気などに関するいろいろなカウ

ンセリングや、こんな問題があったらどこへ行けばいいかということが分

かるものに変わって、それから少しずつバージョンアップしていきました。

いまだに健康診断はないので、とても残念に思っています。 

 自分が２０歳のときに、骨密度がどれぐらいあって、どんな状況だった

かというのは今後日本でもスタンダードになります。これからもぜひ努力

を続けて、何とか基本的健康診断のできるはがきが来るようになってほし

いと思います。自分を守るのは自分しかいないのです。２０歳はもう子供

ではないかもしれませんが、ぜひ私の夢を実現させていただきたいと思い

ます。前川先生というお医者さまがいらして、その先生と学校訪問に行っ

たときに、「この学校は冬寒いのではないか。こんなことではインフルエン

ザになるぞ」とおっしゃっていたのが印象に残っています。ようやくエア

コンが教室に入ります。夏だけでなく冬も上手に使っていただいて、子供

たちが勉強する空間をなるべく体に良い空間にしていただきたいと思って

います。 

 ２点目に、学校訪問に行くたびに子供たちの元気さに圧倒されるのです

が、先生方の一生懸命さにもいつも脱帽でした。声の大きさにも感心しま

した。私はいつもささやいています。私の仕事である同時通訳は、ささや

かないと続かないので、いつも声が小さくて、野口先生がいつも私の代わ

りにまとめてくださっています。同時通訳で叫んでいたらとても１日持た

ないので、アウトプットはほとんどささやいています。ご迷惑をかけてご

めんなさい。いつも先生も生徒達も元気で、卒業式では夢を語ってくれて、

うるうるになることも多かったです。ぜひ委員の皆さま、なるべくたくさ

んの卒業式にいらっしゃってくださいね。 

 実は、２期務めたときにもう辞めようと決心していました。最終年の春

にはできる限りたくさんの卒業式に参加しました。その後、私を委員に推

薦してくださった方に「辞めさせていただきます」と報告に行きました。

その方が「何を考えているのよ。２０２０年から英語教育が必修になるの

よ。そのためにあなたを選んだのだから、委員でいなさい」と言われまし
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野口教育長 

た。そう言ってくださるなら頑張ろうと思って、もう一期務めました。今

年まで頑張ってきて、教科書採択に参加できよかったと思いました。 

 私はいつもうるさく、「英語や国語の教科書になぜ音が付かないのか」と

言い続けてきました。教科書にＱＲコードが付いてほっとしています。と

ても良い教科書を選べたと思います。私を推薦してくださった方にも、「そ

ういう教科書なら私も欲しいわ」と言っていただけて、これで肩の荷が下

りました。「あなたが責任をもって英語の教科書を選びなさい」と言ってく

ださったことに対して、何とか良い教科書を選ぶことができてよかったと

思います。来年からはＱＲコードで歌をダウンロードしたり、理科ではＥ

テレにつないだり、そういう画期的で素敵なことが始まると思います。そ

ういう瞬間に皆さんとご一緒できたことは、多分一生忘れないと思います。

いつも良くしていただいて、ありがとうございました。 

 そして、いつも事務局には、私のアレルギーのせいで多大なるご迷惑を

おかけしましたが、街で出会ったら、ぜひあいさつしていただきたいと思

います。本当にありがとうございます。 

 

 今後ともさまざまにご指導を頂戴したいと思います。 

 

                                      以  上 

     会 議 録 署 名 

               教 育 長     署 名     

               教 育 委 員      署 名     

                                 （木村委員）  
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［非公開議案の審議結果について］ 

○ 議案第１９号 金沢市特別支援教育指針検討委員会の委嘱及び任命について（学校指導課） 

 

金沢市特別支援教育指針検討委員会委員の委嘱及び任命について 

 金沢市特別支援教育指針検討委員会設置要綱第３条第２項の規定に基づき、次のとおり委

員を委嘱及び任命します。 

１ 委嘱及び任命する委員 
 

   

学識経験者 

金沢大学名誉教授 金子 劭榮 

金城大学社会福祉学部教授 佐伯 英明 

医療関係者 

のぞみ小児科医院院長 林  律子 

横井小児科内科医院院長 横井  透 

保護者の 

関係者 

社会福祉法人金沢手をつなぐ親の会理事長 大橋 和史 

金沢エルデの会会計 佐々木 尚子 

金沢市ＰＴＡ協議会副会長 谷内 きみ枝 

学校関係者 

金沢市立中央小学校（芳斎分校）校長 今村 外志美 

金沢市立小将町中学校（特学分校）校長 瀬谷  浩 

金沢市立額小学校校長 中村 健司 

金沢市立押野小学校教頭 山岸 茂義 

福祉行政の 

関係者 

金沢市障害福祉課事業者管理係長 杉林 秀晃 

金沢市こども総合相談センター所長補佐 和田 真喜子 

教育プラザ研修相談センター所長 熊谷 有紀子 

   
スーパー 

バイザー 
弁護士 長澤 裕子 

２ 任期 
  

   
  委嘱又は任命の日から令和２年１２月３１日まで 

 
 

○ 報告第１８号 令和元年度金沢市教員採用候補者選考試験（金沢市立工業高等学校教員）の結

果について（学校職員課） 

 

審議結果についても非公開 

      以  上 
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